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1 . 本 研 究 の 目 的
「 個 室 保 有 が 子 供 の 発 達 と 家 族 生 活 に 及 ぼ す 影 響 J と
題 し ， こ れ ま で 1986年 か ら ニ ュ ー ヨ ー ク で の 研 究 ( 1 ) I }  ，  
及 び 1988年 か ら ミ シ ガ ン で の 研 究 (2) 2} を 行 っ て き た 。
こ れ ら の 研 究 の 中 で は 日 米 の 文 化 的 視 点 か ら 子 供 室 と い
う 空 間 を 捉 え ， 相 互 に 比 較 し ， 子 供 の 自 立 の 発 達 と 空 間
の 関 係 を 検 討 し て き た 。
本 研 究 は こ れ ま で の ア ン ケ ー ト 調 査 で は 把 握 し に く か っ
た も う 少 し 細 部 の 質 的 な 部 分 に 焦 点 を あ て ， 前 研 究 で 得
た 指 標 の よ り 詳 し い 意 味 付 け や 内 容 を 捉 え よ う と す る も
の で あ る 。 即 ち ， 米 国 に お け る 具 体 的 な 子 供 室 空 間 に 入
り 空 間 内 の 装 備 や 生 活 行 為 の 現 場 を 確 認 し ， 子 供 の 養 育
に つ い て 前 研 究 結 果 に 対 す る 具 体 的 な 米 国 の 親 の 意 見 を
求 め る こ と に よ っ て ， 子 供 宣言 を 含 む 子 供 に 関 わ る 空 間 の
扱 い 方 に 共 通 し て 流 れ る 考 え 方 を 明 ら か に し よ う と す る
も の で あ る 。
子 供 の 自 立 の 発 達 は 日 米 各 文 化 の セ ッ テ ィ ン グ に 大 き
く 影 響 を 受 け て い る 。 し か し ， 文 化 を セ ッ テ ィ ン グ す る
も の は 数 多 く あ る に も 関 わ ら ず 明 確 な 形 で 捉 え に く い 。
親 の 養 育 態 度 に は こ の 文 化 の セ ッ テ ィ ン グ が 比 較 的 顕 在
化 し た 形 で 現 れ る た め ， 親 へ の イ ン タ ビ ュ ー か ら 問 題 点
を 明 ら か に す る 手 が か り が 得 や す い と 考 え た 。
例 え ば 幼 児 期 の 子 供 に 対 す る し つ け 方 を み て も ， 親 の
養 育 態 度 の 差 が 反 映 さ れ て い る 。 即 ち ， 日 本 で は ボ タ ン
を か け る こ と や 服 を 着 る こ と な ど の 身 辺 自 立 の し つ け が
重 視 さ れ て い る の に 対 し ， 米 国 で は 衣 服 の 着 脱 よ り も ，
意 志 表 示 す る こ と や マ ナ ー ， リ ー ダ ー シ ッ プ な ど の 社 会
性 の し つ け が 重 視 さ れ て い る 。 こ の よ う に 殺 の 養 育 態 度
は そ れ ぞ れ の 文 化 に 影 響 さ れ る も の で あ り ， そ こ に は 文
化 を つ く る 基 本 的 な セ オ リ ー が 反 映 さ れ て い る 。
こ れ ま で の 研 究 で も 親 の 養 育 態 度 は 捉 え て き た が ， そ
の 板 底 に あ る 意 図 を 明 確 に 把 握 し て お く こ と は 本 質 的 な
理 解 を 深 め る た め に 重 要 だ と 考 え た 。
そ こ で 本 研 究 で は 「子 供 室 を 与 え る 意 図 」 を 専 有 か 共
有 か だ け で な く ， そ の 恨 底 に あ る 考 え 方 や ア ン ケ ー ト 調
査 で は 得 ら れ な い 質 的 な 内 容 を 捉 え る こ と を 主 た る 目 的
と し た 。 [ ' 子 供 室 の 管 理 J に つ い て は そ の 行 為 を 誰 が し
て い る か と い う こ と よ り も ， そ の 責 任 の 所 在 は 誰 に あ る
の か を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し て 尋 ね た 。
「 親 子 聞 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 や 「 父 親 の 養 育 へ の
参 加 」 は 親 の 養 育 に 対 す る 姿 勢 を よ り 補 強 す る と い う 意
味 で 今 回 の 項 目 に 加 え た 。
ま た 研 究 ( 1 ) の 結 果 ， 米 国 の 子 供 室 は 日 本 に 比 べ 装 備
の 種 類 数 が 多 く 生 活 行 為 を 見 て も 就 寝 や 身 { 士 度 の 場 と な っ
て お り ， 写 真 ー な ど で 従 来 紹 介 さ れ て き た 米 国 の 子 供 室 の
状 況 と そ の 印 象 が 結 び 付 き に く か っ た 。 そ こ で 今 回 の ホ ー
ム イ ン タ ビ ュ ー に 際 し ， 米 国 の 子 供 室 の 現 場 を 訪 れ 空 間
の 実 測 を 行 う と と も に ， そ こ で の 現 実 の 生 活 行 為 を チ ェ ッ
ク す る こ と と し た 。
2. ホ ー ム イ ン タ ビ ュ ー と 子 供 室 実 測 調 査 の 概 要
(1) イ ン タ ビ ュ 一 項 目 及 び ， 実 測 項 目
①  子 供 室 の 装 備 と そ こ で の 生 活 行 為
研 究 ( 1 ) 及 び (2) で は 具 体 的 な 子 供 室 の 物 理 的 状 況 と
し て 「 面 積 J ['鍵 の 有 無 」 し か 得 ら れ て い な い た め も 今
回 は 「 部 屋 の 形 態 寸 法 J [' 開 口 部 の 位 置 J [' 天 井 高 J [' 家
具 J ['床 ・ 壁 仕 上 げ 」 を 実 測 し ， 子 供 室 の 物 理 的 な 状 況
を 把 纏 す る と 共 に 子 供 室 で の 行 為 を 子 供 に 直 接 イ ン タ ヒ 、ュ ー
し ， 空 間 と そ こ で の 生 活 行 為 の 関 連 に 注 目 し て 考 察 す る
こ と と し た 。
ま た 「 友 人 と の 関 係 J ['他 人 の 存 在 J ['家 族 の た て る 音 」
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識 に 関 わ る 項 目 に つ い て も 更 に 具 体 的 な 意 見 を 求 め た 。
②  親 へ の イ ン タ ビ ュ 一 項 目
両 親 の 職 業 や 家 族 構 成 ， 家 族 の 年 齢 な ど の 基 本 的 事 項
の 他 ， 親 の 養 育 態 度 の う ち 空 間 の 扱 い 方 に 関 わ る 項 目
「 子 供 室 を 与 え る 意 図 J r子 供 室 の 管 理 の 責 任 J r子 供 室
の 空 け 渡 し 経 験 の 有 無 と 客 室 の 有 無 J r叱 る と き の 空 間
の 使 い 方 J， 及 び 空 間 の 級 い 方 以 外 の 項 目 「 親 子 間 の コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン J r父 親 の 養 育 へ の 参 加 状 況 」 に つ い
て 具 体 的 な 意 見 を 求 め た 。
「 子 供 室 を 与 え る 意 図 H 子 供 室 の 管 理 の 責 任 J rコ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン J r父 親 の 養 育 参 加 」 の 4 項 目 に つ い て は ，
日 本 で の 方 法 や 習 慣 ・ 考 え 方 を 説 明 し ， 彼 ら の や り 方 や
そ れ に 対 す る 意 見 等 を 求 め 米 国 の 親 の 考 え 方 や 態 度 ・
実 際 に と ら れ て い る 方 法 が ど の よ う な も の で あ る か を み
よ う と 考 え た 。
な お 「 空 け 渡 し 経 験 」 は 研 究 ( 1 ) と (2) で の 差 を 検 討
す る た め に 加 え た 。
(2)  対 象 家 庭 と イ ン タ ビ ュ ー 及 び 実 汲 IJ 調 査 の 方 法
1989年 9 月 15 日 - 9月 22 日 の 7 日 間 に 研 究 (2) の 調 査 を
実 施 し た ガ ー デ ン シ テ ィ の 家 庭 14件 を 訪 問 し ， 子 供 室 の
実 測 を 行 う と と も に 親 と 子 供 に イ ン タ ビ ュ ー を 行 っ た 。
イ ン タ ビ ュ ー は 母 親 と 父 親 の 両 方 に つ い て 行 っ た が ， 訪
問 時 聞 に よ り 母 親 の み の 場 合 も あ っ た 。 実 演 IJ で は 子 供 室
各 部 の 寸 法 を 採 取 す る と と も に 床 や 壁 の 仕 上 げ ， 家 具 を
記 録 ， 写 真 撮 影 し ， そ れ ら を 基 に し て 後 日 子 供 室 の 平 面
図 を 作 成 し た 。
(2) の 72 .3 % と ほ ぼ 同 じ 傾 向 を 示 し ， ほ と ん ど の 母 親 が
フ ル タ イ ム か ノ マ ー ト タ イ ム か は 別 と し て 何 ら か の 形 で 職
業 を 持 っ て い た 。 ( 表 一 1 )  
彼 ら の 普 段 の 家 庭 生 活 は ブ ル ー カ ラ 一 層 を 含 ん で い る
こ と も あ り 午 後 4 時 か 5時 に は 帰 宅 し， 6 時 頃 に は 家 族 み
ん な で 食 事 を 済 ま せ ， そ の 後 子 供 が 就 寝 す る 9 時 か 10 時
ま で の 長 い 時 間 を 家 族 で 過 ご し た り ， 曜 日 に よ っ て は 夫
婦 そ れ ぞ れ が 運 動 や 趣 味 の 集 ま り に 行 っ た り と い う よ う
に ， 日 常 的 に も 家 族 や 地 域 社 会 の 人 々 と の 親 密 な 関 係 が
持 た れ て い た 。 日 本 の 家 庭 生 活 と は 家 族 の 人 間 関 係 だ け
を 見 て も 異 な っ て い た 。 子 供 は 勉 強 に 追 い 立 て ら れ ず の
ん び り と 家 庭 生 活 を 満 喫 し ， 家 庭 に は 父 親 の 姿 が あ り 父
母 と 子 供 が 1 日 に 4 - 5 時 間 も 顔 を 会 わ せ て い る と い う 状
況 が み ら れ た 。
湖 に 近 い 地 域 柄 も あ っ て 前 庭 に ボ ー ト や キ ャ ン ピ ン グ
カ ー を 置 い て い る 家 が 多 く . ま た セ カ ン ド ハ ウ ス が 容 易
に 入 手 で き る 状 況 も あ っ た 。 家 族 に よ る 家 庭 生 活 が 楽 し
ま れ ， 長 期 の 余 暇 生 活 が 根 付 い て い る 状 況 が 伺 わ れ た 。
2 ) 子 供 室 の 物 理 的 状 況
実 測 し た 14 室 の 子 供 室 の う ち 多 く の も の が 屋 根 裏 を 利
用 し て 作 ら れ て お り ， 天 井 高 も 平 均 2 . 1 m - 2 . 2 m と 余 り
高 く な か っ た 。 実 測 結 果 を も と に 作 成 し た 平 面 図 を 分 類
し て み る と ， そ れ ほ ど 大 き く な い 専 有 室 (図 一 1~ 8 ) ，  
専 有 室 と 同 規 模 の 共 有 室 ( 図 - 9 - 1 2 ) ， 屋 根 裏 金 体 を
使 っ た 例 外 的 に 大 き い 共 有 室 ( 図 - 13 ・ 写 真 一 1 ， 図 -
14) の 3 つ の グ ル ー プ と な っ た 。 ま た 米 国 の 子 供 室 の 特
徴 と し て 異 性 の き ょ う だ い に よ る 共 有 室 は 全 く 見 ら れ ， ず ，
3. イ ン タ ビ ュ ー 結 果 と そ の 考 察 す べ て 向 性 で の 共 有 が 前 提 と な っ て い た 。
s  1. 子 供 室 空 間 の 実 測 結 果 と そ こ で の 生 活 行 為 日 本 の 子 供 室 の プ ラ ン を 見 る と ， ま ず ベ y ト と 学 習 机
1  ) イ ン タ ビ ュ 一 家 庭 の 状 況 が 目 に つ き ， 就 寝 以 外 の 行 為 で は 机 に 向 か つ て 勉 強 し て
前 研 究 (2) の 調 査 時 期 (1988年 9 月 ) に は 子 供 た ち は い る 状 態 が 想 像 さ れ る が 米 国 の 子 供 室 に は 日 本 の よ う
小 学 校 4 年 生 ~ 高 校 l 年 生 で あ っ た が ， そ れ か ら 約 1 年 な 学 習 机 は 置 か れ て い な か っ た 。 そ の た め 子 供 が 興 味 を
後 の 家 庭 訪 問 と な っ た 。 ど の 家 庭 も ほ ぼ 3 0代 前 半 か ら 40 持 っ て い る も の や 室 内 で 子 供 が す る 行 為 な ど が 色 濃 く 空
代 前 半 の 夫 婦 を 中 心 と し た 核 家 族 で あ っ た が ， 祖 父 の 同 閣 の 中 に 反 映 さ れ 痕 跡 を と ど め て い た 。 そ れ は 特 に 空 間
居 す る 3 世 代 家 族 も あ っ た 。 前 研 究 で 表 面 的 な 単 親 家 庭 に 余 裕 の あ る 専 有 室 に お い て ， 例 え ば ト レ ー ニ ン グ マ シ ー
は ニ ュ ー ヨ ー ク で 31 . 1 % ， ミ シ ガ ン で は 11 . 1 % で あ っ た 。 ン ( 図 一 1 ) や ノ 十 ノ コ ン 用 の 作 業 台 ( 図 - 5 ， 写 真 一 2)
今 回 見 ら れ た 単 続 家 庭 は い ず れ も 父 親 不 在 の 母 子 家 庭 で ， 棚 い っ ぱ い の ト ロ フ ィ ー ( 図 - 8 ) な ど の 様 々 な 装 備
あ っ た 。 か ら 伺 う こ と が で き た 。 専 有 室 と 規 模 の 変 わ ら な い 共 有
き ょ う だ い 数 は 向 性 の 2 人 き ょ う だ い が 半 数 を 占 め て 室 で は ベ ッ ト を 2 つ 入 れ る だ け で 部 屋 が い っ ぱ い に な っ
い た 。 3 人 き ょ う だ い ， ひ と り つ 子 の 家 庭 が そ れ に 次 い て い る た め ， 専 有 室 ほ ど 子 供 の 行 為 や 興 味 は は っ き り し
で 多 く ， 4 人 き ょ う だ い の 家 庭 も み ら れ た 。 米 国 の 家 庭 な い 。 し か し 日 本 の よ う に 部 屋 は 共 有 で も 机 は そ れ ぞ れ
の 子 供 数 の ば ら つ き 傾 向 が こ の サ ン プ ル に も 反 映 さ れ て 持 っ て い る と い う 状 況 は 見 ら れ ず ， 共 有 で も 個 人 の 机 が
い た 。 2 っ 入 っ て い る も の は 無 か っ た 。 ま た 机 と い っ て も T V
父 親 の 職 業 は ミ シ ガ ン と い う 地 場 柄 自 動 車 工 場 勤 務 の や ペ ッ ト な ど を 誼 く 台 ( 図 - 9 ，  1 ，  12) や ， プ ラ モ デ
者 が 多 か っ た 。 母 親 の 有 職 率 は 研 究 ( 1 ) の 8 7 .7 % 研 究 ル 用 の 作 業 台 ( 図 一 10. 12 写 真 一 3 ) が あ る 程 度 で あ っ
(  2  )
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父 37
。 XIX x H本の文化には合うて ~，.だけは して 幼い頃の方がコミ 2 ・学伎の布告書 〈 母観の方が家に長 ，・家自主の活動をS十母(38)食堂係 いると思う やるがあとはF ニケ-:/，ン1:多い ・夕食を共にしてー く居るので主備を ! 属する
21 {;月 15(13) 時 9.7 242 カーベ γ ト ピニルクロス 無無 無 。千供の個性を伸ばし 供口身にさせて が成長複も峨極的に 回目出来事を訴す 持つが父観もM織 1・息子遣のために
i，( 釘 しし し てやる為 いる 機会をつ〈 る にしつけて〈れる l 男の活動を針l両
父 42
。 私が取勺た方法と余り 責任を学ぱせ人 コ~ ~ニケー ユノ ヲ ・千供にl1iしかけ， 母観が多〈を山め 1・チ供のI昔話をT
3 1 • ~:! (42 )主婦 ピニルクロス X 1 I .iIわない 問形成のために ンはF供の成長とl また，"供の話を ているが比白パー l 伝う.f91 専 17.1 2.28 カーベ J ト 仮払り 。 。 N 。 は千供にさせる 共に進少するので; 聞〈 トも多い.聾ffl主l・家の仕事のl!I助
氏(16) u Jjが良いかも 増えて行く 一人で例当 -子供と道4、
父(43)工場勤務 。 良いJtえだ 鍋除されていな だいたい臼本と同，・家庭白ルールやー 父観は家の&とL ・宿題のT伝い
4 り40主婦 l司 97 2，43 カーベ p ト ピニルクロス 01 x X I 1 い時は剥がやる じである ! 日の出来事につい て事事徹されており |・家の雑用をするイ'114 共 プラスター N 。独屯心の為には専向ー べきだと思う てt苦したりする チ供を育てる役割 l 子供を手伝う
主 16 (10) 8 有 の:'l!聞が必要 を持つ
父 議.~ 。 日本の刊慣と同怠見で 母測の監督の下 今は10)"なのでコ 雌絡している。 ，・男というものの
5 り(42)スチ A ワー デス ':1 1 14 171 フローリング ペンキ X 10 X 1 1 ある "供i皇l孟自室の ミ品ニケーシ車ン 母綬がほとんど毎! 見事を示し兇t1.(')(10) 8 共 N 。管室や書資として余 ことをかなり多 は多いがこれから 日必要屯ことを憐 l の脊り方を教え
もE 有 今た郎屈を使いたい 〈行勺ている 紙勺ていくと思う 話していると思う ' る (月に2回}
父 45新聞記者 。 プライパシ と独立の "供1:それらの 良いにつけ惑いに ・学伎の認をする すばらしい父続で ・オム yを皆えた
61 _ f:! ~4!?教育委員会 同 139 223 カーベ y ト プラスター X 10 X 1.' ためには個室が必賓 仕事を自分です つゆ，いつでも考 ・思春期の協みをき あり とても愛情 1・伝書へ必る( ~丹 ( 13 ) 1 共 フローリング N 。プライパシーと千供 べきである えや感情をわけ品 。< 諜〈辛抱強い人で， ・野原のコーチ
!r. 20 相父 69 有 の独立のため 勺ている ある 』・宿題のff:広い
父滋般財再
。 可能な限り早くから倒 それでいいと思 17)"の，1;.¥fや7才 ，・話しかげる (何L 継婚しているので ，7 り(34)!婦 人泡h研宮山
XIN 
箪を与えるべき うが私の子供は の販とはよく話す iてるの ヲ噂} 父舗の伺当パ-pi
(-1Il<17) 3 司 14，4 228 し プラスター 01 X 。自分円身も専有室を 向漢の対除が好 : .，革める (すばらし はない釘!l. 7 持。ていたから きである い千ね'等}
父ね 上場動積 。 幼児期から個室を与え このよう担仕事 幼い埋lは多<， 『 夫婦は~ < 財布に ， ・スポーツを教え
81 _ ~辻(33) コン タクト伎術呂 1:' 1 22.2 216 ピニルクロス x I ! るべきだ をすることで子 時期減るが再びあ l 聾宵パートを共に. る(~(l 3 ) 1 共 カーベヲト 阪も長。 XIX N 。千供たちが自ら選択 供は責任感をつ る年~にi車すると! している i-精神面の党連を
y; 可1 Lたから 〈ると思う その樋会1:1肯える 4 ' 助ける〔叩書写}
父 33J..場勤務 。 米でIH1慣なのでS;!Iい 私bほとんどし どんな年齢でもコ t ・街踊 父観は夜勤してt川 ・家の仕事
91 _1l! ~3~? スクールセ クレタリー ':' 1 9.4 241 カーペット ピニルクロス X 1I I;tlに側室を与えるべき てや勺ているが ~ .;1.ユケーシ，ン 1 ・ ベットや[t~の事 るので余り F供に :(芝刈り目ゴ iだX 1 X 
。 F供がほしが今てい たまに気が向け をと 勺ていると思 l をl1iしてくれる 会えないが家に肘 : L.物の修時)「リ1(12)8 共 ペンキ N 
i，( 3 有 るから ぱチ供は手伝う ヲ る時はlu)等にt司当』 ・子供と訴す
父 37L場勤務
。 可能町限り備室を持た 弘は婦除はしな 観千問のコ~ .;1.ニ t ・学校の勉強やスポ 夫婦で訴L合い， ，・父観1"供の門10 時(36)陶:!!Iデザイナー 。 ， せるのを好む い.81雇をきれ ケーゾ，ンはどん l -Yの線"につい 同等のII'IIで鍵ff: 限を決めている苛 92 2.40 カーベ y ト プラスター XIX 
。独りの場所とプライ いにしておくの む叫'1暗でも常にオ ! てl1iをする 態度を決定してい!fYl 有 N 主 16(13) パシーのため 1:千供の責任 ープンだと思う 。 る
父 43上場勤務
。 政では門室をき 臼本と伝l織である e・学校の事をき〈 母娘と，.1)じである 6 ・学校の野外活動1 時(38)
X 1 .' 
れいにしておく : (学校1今日どう l に一緒にいく噂 94 2.45 フローリング プラスター 。 。
。実際に小さい墳から のは子供の責任 ' だ.，た，L誌か.，イ兇 有 N 。主(11) 倒宣告与えている である ' たね}
父 量・値餅 。 子供は年と共にプライ J-i'S担のでチ供 成長すると正しい a・家厳みん屯の什事 父観は 緒に作ん i..自に 1且会うた
12 1 _ ~:! (41 )セクレタリー 制 290 207 フローリング プラスター XIX X 1 ' パシーを認識して行〈 にはできるだけ 答えをt巨併するの; を作品 でい屯い l けである(-'1J 共 N 。締僻問によい関係が 多くの仕事を分 で闘燥には日るが !・家の内外ともにル
反(14)(10) 生まれているから 開してもらう 努力している -ルをつく るトーー
←父 37上掛勤務 弘たち観F聞には l・学校。友人。今附 0 ・1討逝のff"い
ほ(33)ト婦 。
X 1 ' 
良いコt.:lニケ-l っている市スポ 1・週末の朝食作り131 ，， ~í ( ;-;í '10 噂 9，2 210 カーベ J ト 仮iIiり XIX 。子供が一人になりた ションが変わらず ; -Y等について訴釘 N ι いと感ιると思うから 持たれている . すトート父ね 幼いときは兄弟問の関 fL.はしむい。で H本といlじである ・そのu-uの事や 父観は家庭におい ・スポ yを教え
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図 - 3 専 有 室 (Nu3 : 女 子 16才 ) 図 - 4 専 有 室 (Nu 7  :男 子 17才 )
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「つ 5 7 M 5 似 5 I  
図 - 1 専 有 室 (Nu1 : 男 子 13才 )









図 - 2 専 有 室 (Nu2 : 男 子 13才 )
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専 有 室 ( Nω 1 . 女 子 1 才 )図 - 6
専 有 室 (No. IO :  !J:. 子 13 _f)図 - 5
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専 有 室 (N o.13 : 男 子 13 _f )  
図 - 7
専 有 毛 ( N o.14 : 男 子 13才 )









共 釘 を (N o. 5  : 男 子 8 % ・10才 )
図 - 1 0
(  5  )  
共 有 室 ( N o. 4 ・ 女 子 8 _f・ 10才 )
~1 
図 - 9

























共 有 室 (N o. 6  : 男 子 1 才 ・ 13才 )
図 一 11




























共 有 室 (Nu12 : 女 子 10才 ・ 1 才 )図 ー 14
( 6 )  
共 有 室 (N o. 8 ・ 男 子 11才 ・ 13才 )
図 一 13
(96) 40  
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(96)._ < 共 有 >
40 
30 
若 井 ・ 」 ヒ 浦 他 子 供 に 関 わ る 空 間
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0  1  2  3  4時 間 Eコ 専 有 て コ 共 有
小 ij;C M 1 .  I  ¥)?はケ 3 4 時 間
川!?; 国 土 J 4th jg;世 白 」
小 6i::ト 持 4 1  6thjt同 1 1  
中 ljt炉 → ト 斗 I7 咋;円~ I  
高 l(JZ I ; ? 1I 1叫 37 H irJ 1 |
全 体 m h チ ァ J | 全 体 (13J F E可 寸
< 日 本 >
< 米 関 >
図 - 16 子 供 室 滞 自 3時 間 ( ー 臼 平 均 ， 睡 眠 時 聞 は 除 く )
図 ー 15 子 供 室 面 積 の 分 布 状 況 ( 全 体 )
表 - 2  !.Ij有 ・ 共 有 別 子 供 室 面 積 平 均 値
単 位 nf ( 人 )





専 有 共 有 専 有 共 有 .rJj.'有 共 有 専 有 共 街 専 有 共 有 専 有 共 有
日 本
12.0 12.9 1 1.2 12 .3  9.8 12.4 9.9 12.9 12 .0  13.8 11. 0  12.9 
(  11) (  4 1)  (  37) (10 1) (  45) (  57) (  50) (  45) (1 17) ( 3 1) (260) (275) 
米 国
13.3 13.7 13 .3 19.5 15 .1 13 .4 14 .4 19.3 14. 1  15.5 
(  25) (  22) (  34 )  (  10 )  (  36) (  12) 
( 3 9 ) 1 (  7) 
(1 34) (  51) 
た 。 統 が { 百 lわ れ た 。
大 規 模 な 共 有 宅 で は ゆ と り が あ る た め ， 室 内 を コ ー ナ ー ど の 家 庭 も < 床 仕 上 げ > は 階 段 ， 廊 下 ， 子 供 室 と も も
分 け し ， ペ ッ ト を 飼 う . 遊 ぶ ( 図 一 13 ). お も ち ゃ を 両 足 の 長 い カ ー ベ y ト で 貼 り ぐ る み に な っ て お り ， 床 面 は
く ， 身 ( 上 度 を す る (図 一 14 )， b ! る と い う よ う に 終 々 の ソ フ ト に 作 ら れ て い た 。 家 の 中 は 当 然 t足 で あ る が ， 靴
コ ー ナ ー に 特 性 を 持 た せ 全 体 の 空 間 を う ま く 利 用 し て 使 つ を 胤 い た ま ま で は な く 宅 内 の あ ち こ ち で 臼 由 に 靴 が 脱 が
て い た 。 そ の た め 平 図 面 か ら も チ 供 の 室 内 で の 日 常 の 行 れ い た 。 子 供 室 の 床 仕 上 げ は カ ー ペ ッ ト 敷 き 以 外 で は フ
為 が 容 易 に 読 み 取 れ た 。 ロ ー リ ン グ 張 り が 多 か っ た 。 ま た ベ ー ス メ ン 卜 の 一 部 に
主 草 街 共 有 に 関 わ ら ず 米 国 の 子 供 室 の 大 き さ は 基 本 的 に 作 ら れ て い る た め 床 が 人 造 石 研 ぎ 出 し に な っ て い る 子 供
鎖 似 し た 範 聞 に あ っ た 。 図 ー 1 - 8 の 専 有 室 と 図 - 9 - 室 も あ っ た 。 <壁 仕 上 げ > は プ ラ ス タ ー 没 り か 最 も 多 く ，
12 の 共 有 室 は 9 n f - l nf 程 度 が 一 般 的 で ， 研 究 (2) の 次 い で ピ ニ ル ク ロ ス 綴 り ， 板 振 り と な っ て い た 。 ほ と ん
日 本 の 専 有 室 < 平 均 面 積 > (表 一 2 . 図 - 15 ) と ほ ぼ 同 ど の 子 供 が ド ア や 壁 ， 斜 め に な っ た 天 井 筒 な ど 部 屋 中 い
程 度 で あ っ た 。 属 板 裏 全 体 を 利 用 し た 共 有 室 は い ず れ も た る 所 に 好 き な ス タ ー や 映 画 の ヒ ー ロ ー ・ 野 球 選 手 等 の
20 nf 以 上 も あ る 大 き な も の と な っ て い た 。 ポ ス タ ー や ス テ ッ カ ー ・ ペ ナ ン ト 類 を 数 多 く 張 り 付 け て
<天井>の形状は~恨哀を利用して作られているため 独 自 の 空 間 造 り を 楽 し ん で い た 。
、ji.l![ で は な く 屋 般 の 形 が そ の ま ま 現 れ て い た 。 ま た 円 本 ク ロ ゼ ッ ト や 物 入 れ は す べ て 壁 面 に 作 り 付 け と な っ て
の よ う な ア ル ミ サ y シ ュ 引 き 違 い の < 窓 > は ほ と ん ど な お り ， 日 本 で の 洋 服 ダ ン ス に 当 た る 箱 型 収 納 < 家 具 > は
く ， 上 げ 下 げ 窓 が 中 心 で あ っ た 。 ア ル ミ サ ッ シ ュ の 場 合 全 く 無 か っ た 。 置 か れ て い る 引 出 し ダ ン ス ( 写 真 一 4 )  
で も 木 枠 が 取 り 付 け ら れ て い た 。 : 容 に は 装 飾 性 の 日 い カ ー やs11j り 棚 等 も 高 さ が { 尽 く ， 小 さ な 物 で あ っ た 。 ス テ レ オ
テ ン が つ け ら れ ， イ ン テ リ ア を 家 'J と し て 行 っ て き た 伝 も 簡 単 な プ レ ー ヤ ー が あ る だ け で あ っ た 。 宅 内 が 日 本 に
( 7 )  
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生 活 環 境 学
住ユ!
写 真 ー 1 屋 根 裏 金 体 の 子 供 室
写 真 一 2 子 供 室 の つ く え
写 真 一 3 子 供 室 の つ く え
写 真 一 4 子 供 室 の 家 具 ( 引 き 出 し ダ ン ス )
( 8 )  
若 井 ・ 北 浦 他 . 子 供 に 関 わ る 空 間
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比 べ て 比 較 的 広 く 感 じ ら れ る の は ， 大 型 の 家 具 が な い た た 。 そ れ に 対 し て 自 分 が そ う し た 場 合 に は 「 理 由 を 説 明
め と 思 わ れ た 。 た だ ‘ T V や フ ァ ミ コ ン 頬 は 円 本 よ り 多 す る J iそ ん な こ と は し な い 」 な ど の 自 分 を 正 当 化 し ょ
く 子 供 室 に 持 ち 込 ま れ て い た 。 う と す る 行 動 を と る と い う も の が 多 か っ た 。 ま た 「 ば ら
以 上 ， 日 本 で は 小 学 校 入 学 と 同 時 に 「 机 J が 与 え ら れ し た 事 を 黙 っ て お く J iば ら し た 相 手 に 裏 切 ら な い よ う
そ れ が 「勉 強 部 属 と し て の 子 供 室 」 と そ こ で の 子 供 の 生 念 を 押 す 」 と い う よ う に 自 分 の 非 を 隠 し 通 そ う と す る 行
活 を 象 徴 す る も の と な っ て い る の に 対 し . 米 国 で は 「 ベ ッ も い た 。 他 人 の 非 は ど こ ま で も 追 求 す る が 自 分 の 非 は 認
ド と ク ロ ゼ ッ ト 」 が 「 寝 室 と し て の 子 供 室 」 を 象 徴 し て め な い 傾 向 が あ り ， 謝 る と い う 行 為 は 自 分 の 非 を 認 め る
お り ， そ こ で の 子 供 の 生 活 が 伺 人 の 持 ち 物 の 差 と し て 空 こ と に な り l ' 1 任 を 取 る こ と が 要 求 さ れ る こ と で も あ る と
間 に 反 映 さ れ て い た 。 い う 個 人 主 義 の 責 任 追 求 の 厳 し さ が 悪 い 一 面 と し て 現 れ
3 ) 子 供 室 で の 生 活 行 為 て い た 。
子 供 室 滞 留 時 間 (図 一 16) で は 只 . 体 的 な て子 供 の 状 況 が < 他 人 の 存 在 > 生 育 し た 物 理 環 境 が 心 理 的 爾 離 の 形
わ か り に く い た め ， 子 供 室 を 使 用 す る タ イ ム ス ケ ジ ュ ー 成 に ど う 関 連 し て い る か を 求 め る こ と を 目 的 と し て 「 同
ル を 子 供 に 記 録 さ せ て 子 供 室 の 使 わ れ 方 を 縫 認 し た 。 じ 部 屋 に 他 の 人 が い て も 気 に せ ず 向 分 の し た い こ と が で
例 え ば 17才 の 男 子 CNo.7) の あ る l 目 の 子 供 室 使 用 き る か 」 を 設 定 し た 。 研 究 (2) で の 米 国 の 設 問 英 文 で は
状 況 は A M 7 : 1 5か ら 登 校 前 の 15分 間 は プ ラ ッ シ ン グ . P  i本 を 読 め る か 」 と 行 為 を | 吸 っ て い た た め か ， 年 齢 に 隙 j
M2:30か ら 15分 間 は 帰 宅 後 の ウ ォ ッ シ ン グ . P M 8・0 0 - 係 な く 6 0 % の 者 が 「 で き る 」 と 答 え て お り ， 個 室 が 3基 本
P M I 0 : 3 0 ま で 宿 題 ・ T V . P M I 0 : 3 0以 後 就 寝 と な っ て 的 に 認 め ら れ て い る 米 国 の 状 況 か ら 考 え る と 予 怨 外 の 結
い た 。 10才 の 男 子 (N o. 14) で は A M 7・15か ら 登 校 前 の 15 果 で あ っ た 。 そ こ で 読 舎 に 限 ら ず 「 し た い こ と が で き る
分 間 の 身 仕 度 ， 帰 宅 後 P ¥I 4 :30 か ら 30分 間 遊 ぶ ・ 読 書 ， か J と い う 設 問 に か え て み た 。 そ の 結 果 ほ と ん ど の 子 供
P M 7 : 3 0か ら 1時 間 遊 ぶ . P ¥I 8・30就 寝 。 14才 の 女 子 ( ぬ か ら 「 し た い こ と が で き る 」 と い う 返 答 が あ っ た 。 物 理
12) で は A M 6 : 3 0か ら 1時 閣 の 身 仕 度 の 後 登 校 ， 帰 宅 後 P 空 間 の 使 い 方 と 心 理 的 編 雛 の 形 成 の 関 係 に つ い て は 今 後
M4:00か ら l時 間 勉 強 ・ 包 話 . P M 9 : 0 0就 寝 。 ま た 10才 の 更 に 検 討 す る 必 要 が あ る 。
女 子 ( N o. 12) は A M 7 : 3 0か ら 15分 間 朝 の 身 代 度 . P ¥I 4: < 家 族 の 立 て る 音 > i家 肢 の 立 て る 音 が 気 に な る か 。
O O - P M 6 : 0 0遊 ぶ . P ¥I 9:30就 寝 と い う よ う な タ イ ム ス ま た そ れ は ど ん な 音 か J と い う 項 目 は ， プ ラ イ パ シ 一 意
ケ ジ ュ ー ル で 子 供 室 を 使 用 し て い た 。 識 の 人 間 関 係 の 要 因 の 中 で も 相 互 管 理 に 関 わ る も の を 物
子 供 室 は 登 校 i 1ij や 帰 宅 後 の 肴 轡 え や プ ラ ッ シ ン ク ー な ど 理 的 空 間 の 使 い 方 で み る た め に 設 け た 設 問 で あ る 。 気 に
の 身 づ く ろ い に は 必 ず 使 わ れ て お り ， 長 時 間 部 屋 に い る な る 音 と し て 日 本 で は T V や ラ ジ オ の 音 な ど 物 理 的 な も
こ と は 少 な い が 出 入 り は 頻 繁 に な さ れ て い た 。 ま た 帰 宅 の が 本 げ ら れ て い た の に あ Iし ， 米 国 で は yelling ・ holl -
後 も 居 間 で 家 族 と 過 ご し ， 夕 食 を 食 べ ， く つ ろ い だ 後 in g •  sc r e a m i n g な ど の 人 間 に 関 わ る も の が ほ と ん ど で
子 供 室 で 宿 題 を し た り ， 音 楽 を 耳 悲 し 、 た り し て 過 ご す と い あ っ た 。 そ こ で 米 国 で 多 か っ た 人 聞 の 声 が 具 体 的 に 誰 の
う 者 が 多 か っ た 。 子 供 室 以 外 で 就 寝 す る 者 は 無 く 子 供 室 も の な の か を 明 ら か に し よ う と し た も の で あ る 。 i両 級
が 寝 室 と し て 機 能 し て い た 。 の 怒 鳴 る 声 J i弟 や 妹 の 声 J な ど が 挙 げ ら れ て お り ， や
4  ) そ の 他 は り 物 理 的 な 音 は 全 く 答 え と し て 出 て こ な か っ た 。 物 埋
< 友 人 と の 関 係 > プ ラ イ パ シ 一 意 識 の 中 で も 人 間 関 的 な 音 よ り も 父 尽 や 兄 弟 姉 妹 な ど 家 族 の 立 て る 声 が 特 に
係 に 関 わ る 妥 肉 ， 特 に 友 人 と の 関 係 に お け る 情 報 管 理 が 気 に さ れ て お り ， こ こ で も 人 間 関 係 の 問 題 が 浮 か び 上 が つ
ど の よ う に な っ て い る か を 更 に 詳 し く 楓 り 下 げ る こ と を で き た 。
目 的 と し て い る 。 i友 人 が 秘 密 を 勝 手 に ば ら し た ら ど う < 鍵 の 働 け ら れ る 物 や 場 所 > 米 国 の 子 供 の 持 っ て い
す る か 。 ま た 自 分 が そ う し て し ま っ た ら ど う す る か 」 と る 鍵 の 掛 け ら れ る 物 や 場 所 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と
い う 悶 い に 対 し ， 研 究 (2 ) で 日 本 で は 多 か っ た 「 謝 る 」 し て い る 。 米 国 で は 鍵 の 掛 け ら れ る 物 や 場 所 を 持 っ て い
と い う 選 択 肢 が 米 国 で は な ぜ 選 ば れ な か っ た の か を 明 ら る 子 供 は 少 な か っ た 。 具 体 的 に は 「 自 室 J i貯 金 符 J i ド
か に す る た め の イ ン タ ビ ュ ー で あ る 。 レ ッ サ ー J iク ロ ゼ ッ ト J で ， 日 本 で 圧 倒 的 に 多 か っ た
「 相 手 と 話 を し て 理 由 を は っ き り さ せ る 。 腹 が 立 つ の 「 机 の 引 出 し 」 と い う 答 え は み ら れ な か っ た 。 日 本 と 災
で 理 由 を 聞 く 」 な ど 積 極 的 で 理 性 的 な 行 動 を と る と い う な り F供 室 に 机 が ほ と ん ど 見 ら れ な い た め 鍵 付 き の 物 の
答 え が 多 く ， 他 に は 「 腹 を 立 て る 。 殴 る 。 詳 す が 忘 れ な 所 有 も 少 な く ， 一 般 に 三 わ れ て い る よ う な 鍵 や 鍵 付 き の
い 。 傷 つ く 」 な ど の 相 手 の 非 を 許 さ な い と い う も の が あ っ 個 室 で か た め ら れ て い る と い う 米 国 の 子 供 室 像 は か な り
( 9) 
- 8 8 -
の 誤 解 を 含 ん で い る と 考 え ら れ た 。
< 子 供 室 の 内 側 か ら の 鍵 の 有 無 > 子 供 釜 の 内 側 か ら
の 鍵 に つ い て は 予 備 研 究 で は 鍵 の 種 類 に 違 い は あ っ た が
れ h で 約 4 0 % ， 7 - 1 0 t h で は 7 0 %以 上 の 者 が 「 あ る 」 と 答
え て お り 日 本 ( 全 体 13 .9 % ) に 比 べ 圧 倒 的 に 多 か っ た 。
し か し 前 研 究 で は 年 齢 と と も に 増 加 す る 傾 向 は あ る も の
の 10th で 2 3 . 5 % ， 全 体 と し て は 1 3 . 2 % と 鍵 の あ る 率 は 少
な く 実 態 が 不 明 で あ っ た た め ， 再 び 鍵 の 有 無 を 尋 ね て み
た が 「 あ る 」 と い う 者 は そ れ ほ ど 多 く な か っ た 。 ま た ほ
と ん ど の 家 庭 で 子 供 室 の 扉 は 開 け 放 さ れ て お り ， 鍵 が あ
る 綴 合 で も 余 り 使 用 さ れ て い な い 状 況 か ら ， 鍵 の 有 無 は
そ れ ほ ど 大 き な 意 味 を 持 っ て 捉 え ら れ て い な い こ と が わ
か っ fこ。
s  2. 米 国 の 親 の 養 育 態 度 と 日 本 の 親 の 養 育 態 度 に 対 す
る 彼 ら の 意 見
1  ) 子 供 に 関 わ る 空 間 の 扱 い 方
(1 )  子 供 室 を 与 え る 意 図
「 日 本 で は 子 供 が 小 さ い と き に は 個 室 を 与 え ず ， 子 供
が 1 1 - 1 2 才 に な っ て 独 立 心 が 芽 生 え た 頃 ， 個 室 を 与 え る
と い う の が 一 般 的 な 方 法 と な っ て い る が そ れ に つ い て ど
う 思 う か 。 ま た 経 済 的 に 可 能 な ら 専 有 室 ， 共 有 宅 の ど ち
ら を 与 え る か 。 そ の 理 由 も 答 え て 下 さ い 」 と い う 主 旨 で
イ ン タ ビ ュ ー し た 。
大 半 の 親 が 「 可 能 な 限 り 早 く か ら 偶 室 を 与 え る べ き 」
や 「 幼 児 期 か ら 個 室 を 与 え る べ き 」 と い う 意 見 で 米 国 で
は 幼 児 期 か ら 「 専 有 の 個 室 」 が 一 般 に 強 く 認 知 さ れ て い
る 状 況 が う か が え た 。 理 由 と し て は 「 独 り で い る 傍 か な
時 間 と 溺 所 が 必 要 で あ る 」 や 「 共 有 だ と プ ラ イ パ シ ー が
十 分 に 守 れ な い か ら J と い う も の が 多 く ， r独 立 心 を 育
て る た め に は 専 有 の 空 間 が 必 要 で あ る 」 や 「幼 児 期 か ら
個 性 を 伸 ば し て や る た め 」 と い う よ う な 個 人 主 義 社 会 の
基 鍍 と な っ て い る 人 間 と 空 間 の あ り 方 の 基 本 的 な 考 え 方
に 基 づ く も の が 多 く み ら れ た 。 ま た 「 自 分 自 身 も 専 有 室
を 使 っ て い た か ら J r子 供 が 欲 し が っ て い る か ら J な ど
が あ げ ら れ て い た 。 r共 有 室 を 与 え た い 」 と い う 場 合 で
も そ れ は 日 本 の よ う に 個 室 を 持 た せ る こ と に 問 題 を 持 っ
て い る の で は な く ， 単 に 親 の 都 合 で 余 っ た 部 屋 を 使 い た
い か ら で あ っ た り ， 個 室 の 場 合 よ り よ り 大 き な 共 有 に よ
る メ リ ッ ト を 評 価 し て い る た め で あ る 。 基 本 的 に は 伺 人
の 生 活 の 局 と し て 「 専 有 の 個 室 J が 社 会 的 に も し っ か り
と 認 め ら れ て い る 状 況 が さ ら に 明 確 に 捉 え ら れ た 。
日 本 の 方 法 に 対 し て は ， 否 定 的 な も の が 半 数 近 く を 占
め そ の 理 由 と し て は 「 米 国 の 習 慣 な の で 幼 児 期 か ら 専 有
の B e d R o o m を 与 え る べ き だ J r日 本 の や り 方 で は プ ラ
イ パ シ ー が 守 れ な い J r独 立 心 を 育 て る た め に は 専 有 の
(  10 )  
空 間 と ひ と り の 静 か な 時 聞 が 必 要 だ 」 と い う よ う な 個 人
主 義 の 文 化 を 支 え て い る 綴 幹 に 関 わ る 意 見 が 中 心 と な っ
て い た 。
(2)  子 供 室 管 理 の 責 任
子 供 室 の 管 理 に つ い て の 研 究 結 果 を 示 し て 「 日 本 で は
子 供 の 年 齢 が 高 い 場 合 で も 洗 濯 し た 衣 類 を し ま っ た り ，
チ 供 室 の 錦 除 を し た り ， 子 供 の ベ ッ ド ・ メ イ キ ン グ を し
た り す る と い っ た 子 供 室 の 管 理 に 関 す る 仕 事 が 母 親 中 心
に 行 わ れ て い る 傾 向 が 顕 著 に み ら れ た が ， こ れ に つ い て
ど う 思 う か 」 と い う 質 問 を し た 。
米 国 の 母 親 の ほ と ん ど が 日 本 で 母 親 が 子 供 室 の 管 理 を
行 っ て い る こ と に 対 し て 否 定 的 な 意 見 で あ っ た 。 r自 室
の 掃 除 や 管 理 は 子 供 の 責 任 で あ る か ら 子 供 自 身 が し な け
れ ば な ら な い J rそ れ ら の 仕 事 を す る こ と で 責 任 感 が 生
ま れ て 来 る の で 子 供 に さ せ る べ き だ J r節 度 を き れ い に
し て お く の は 子 供 の 責 任 だ J r自 分 で 出 来 る 年 齢 に 透 し
た ら 子 供 は 自 分 で 行 う べ き だ j な ど の 子 供 の 責 任 を 問 題
に す る 意 見 が 多 か っ た 。 他 に は 「 離 婚 し て 父 綿 が い な い
の で 母 親 が 働 い て い る た め 子 供 に で き る だ け 多 く 家 の
仕 事 を 分 担 し て も ら わ な い と や っ て い け な い J r原 則 的
に は 子 供 自 身 が 行 っ て い る が ， 母 親 が 手 伝 っ た り 監 督 し
た り し て い る 」 と い う 意 見 が あ っ た 。
日 本 に 対 し て 肯 定 的 な も の lは ま 少 な く 「 そ れ で い い と
う が 私 の 子 供 は 子 供 室 の 掃 除 が 好 き な の で 自 分 で 行 つ て
い る J r婦 除 が さ れ て い な い と き は 親 が 行 う ベ き だ だ .J r私
も ほ と ん ど や つ て い る が 気 が 向 い た と き に lは 立 子 供 が 手 伝
う 」 な ど で あ つ fたこ 。 し か し 実 際 に は 米 国 で は 子 供 室 の 管
理 は 子 供 自 身 の 手 に 任 さ れ 綴 は 手 出 し を し て い な い た め ，
子 供 が や ら な い 場 合 に は 室 内 が 乱 れ て い て も 気 に し な い
と い う 状 況 が あ っ た 。
(3 )  叱 る と き の 空 間 の 使 い 方
「子 供 を 叱 る と き ， 子 供 釜 に 閉 じ 込 め る タ イ プ と 家 か
ら 出 て 行 か せ る タ イ プ に 分 け る と す れ ば あ な た は ど ち ら
か 」 と い う 質 問 を 設 定 し ， 空 間 の 使 い 方 の 差 を 見 た 。
13才 の 男 子 の 母 親 が 「 ど ち ら の 叱 り 方 も 子 供 の 年 申告に
合 わ な い 。 li は 子 供 の 振 舞 い に よ る も の で あ る 」 と 答 え
た 以 外 は 全 員 の 親 が 「 子 供 釜 に 閉 じ 込 め る 」 と 答 え た 。
研 究 (2) で 日 本 の 親 の 7 2 % に 見 ら れ た 「 家 か ら 山 て 行 か
せ る 」 と い う 叱 り 方 は 米 国 で は 全 く 見 ら れ な か っ た 。
米 国 で は 子 供 を 叱 る と き 空 間 に 閉 じ 込 め る こ と に よ っ
て 個 人 の 自 由 を 束 縛 し て 反 省 を 迫 っ て い る 。 そ れ に 対 し
て 日 本 で は 「 悪 い こ と を す る 子 は も う 家 の チ で な い か ら
出 て 行 き な さ い 」 と 言 っ て 空 間 か ら 出 て 行 か せ 家 肢 と い
う 集 団 か ら 切 り 捨 て る と 言 っ て 反 省 を 迫 っ て い る 。 こ の
2 つ の 空 間 の 使 い 方 自 体 が 個 人 主 義 社 会 と 集 団 主 4実 社 会
若 升 ・ 北 浦 他 . 子 供 に 関 わ る 空 間
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の 構 造 の 差 を 如 実 に 反 映 し て い る と 考 え ら れ る 。 こ の 差
は 日 米 各 文 化 に お い て ， 子 供 室 と い う 個 人 の 空 間 を ど う
認 識 し て い る か と い う 空 間 の 基 本 的 認 識 に 関 わ る 事 項 で
あ り ， こ の 認 識 が 様 々 な 空 間 の 使 い 方 に 影 響 を 及 ぼ し て
い る と 考 え ら れ る 。
(4) 子 供 室 の 空 1 ;度 し
子 供 室 の 使 用 権 を 持 っ て い る の は 子 供 自 身 か ， そ れ と
も 親 か を 明 ら か に す る た め に チ 供 室 の 空 け 渡 し 経 験 と 空
け さ せ た 理 由 を 尋 ね た 。
研 究 ( 1 ) で 米 国 で は 客 を 泊 め る た め に 子 供 室 を 空 け さ
せ た 経 験 の あ る 親 が 日 本 に 比 べ て か な り 多 く ， 全 体 で 約
40.3% と な っ て お り ， 家 族 の 使 用 の た め の 空 け さ せ た 経
験 が あ る も の も 合 わ せ る と ， 親 の 都 合 で 子 供 室 を 空 け さ
せ る の は 日 常 的 で あ る と 思 わ れ た 。 し か し 研 究 (2) で は
全 体 と し て 約 9 7 %が 空 け 渡 し の 経 験 が な く ， ニ ュ ー ヨ ー
ク と ミ シ ガ ン と い う 地 場 の 違 い に よ る 住 宅 規 模 の 差 や 客
室 の 有 無 が 原 因 で は な い か と 思 わ れ た 。
そ こ で 子 供 室 の 空 け 渡 し 経 験 と と も に 客 室 の 有 無 を 尋
ね ， そ の 関 係 を 明 ら か に し よ う と 考 え た が ， 客 室 が な く
て も 空 け さ せ た 経 験 の な い 親 が ほ と ん ど で あ っ た 。 ま た
客 室 が あ っ て も 空 け さ せ た こ と の あ る 親 も あ り 子 供 室 の
空 け 渡 し と 客 室 の 有 無 は 余 り 関 係 が 無 か っ た 。
し か し ， 本 来 の 目 的 で あ る 子 供 室 の 使 用 権 と い う 意 味
で 再 考 し て み る と ， 子 供 室 を 与 え る 意 図 に 関 す る イ ン タ
ビ ュ ー の 中 に も 「 余 っ た 部 屋 は 客 室 や 書 斎 と し て 使 い た
い の で 子 供 室 は 共 有 に さ せ る 」 な ど の 意 見 が し ば し ば み
ら れ た 。 こ れ ら を 総 合 し て 考 え る と ， 基 本 的 に 米 国 の 親
の 子 供 に 対 す る 権 威 は 大 き く ， 親 の 意 志 で 子 供 室 が 自 由
に 使 わ れ て い る 状 況 が 判 明 し た 。 そ れ に 対 し て 日 本 で は
親 の 権 威 は ス ト レ ー ト に 行 使 さ れ ず ， 子 供 の 様 子 を 見 に
行 き や す い よ う に 親 が 自 分 の 持 ち 物 を 子 供 室 に お い て 置
く と い う よ う な 変 則 的 な 使 い 方 が さ れ て い る 状 況 が あ っ
fこ。
2  ) 親 子 聞 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
従来の研究結果からみると「日本では子供が15~18才
ぐ ら い に 成 長 す る と ， 低 年 齢 時 に 比 べ て 親 子 聞 の コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン が 少 な く な っ て 行 く 傾 向 が あ る が ， あ な た
の 家 庭 で は ど う か 。 日 本 と 同 じ か ， そ れ と も 反 対 に 子 供
の 成 長 と 共 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 増 え て い る か 。 ま た
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 具 体 的 な 例 を あ げ て 下 さ い 」 と い
う 設 聞 を 行 っ た 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 意 識 的 に 配 慮 し
て い る と い う 米 国 の 殺 が 大 半 を 占 め て い た 。 親 チ の コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン に つ い て は 「 子 供 の 年 齢 に 関 係 な く 常 に 親
子 聞 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る 努 力 を し て い る J I コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 子 供 の 成 長 と と も に 進 歩 す る の で 増
(  1 )  
え て い く J I良 い に つ け 悪 い に つ け い つ で も 考 え や 感 情
を 分 け あ っ て い る 」 と い っ た 意 見 に 集 約 さ れ る 。 他 に は
「 幼 児 期 に は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 多 い が 一 時 滅 り ， 子
供 が 成 人 に 近 つ 、 く と 親 と 対 等 な 立 場 で 、 つ き あ え る た め 再
び コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 培 え る 」 と い う 意 見 が あ っ た 。
米 国 で は 日 本 の よ う に 親 子 閣 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 幼
児 期 の 子 供 の 世 話 を 中 心 と し た も の で は な く ， 親 と 子 供
の 意 志 が ど れ だ け 通 じ あ え る か と い う こ と と し て 捉 え ら
れ て い た 。 日 本 と 同 じ 傾 向 で あ る と い う 意 見 も 見 ら れ た
が 「 子 供 の 責 任 感 が 年 齢 と と も に 高 ま っ て 行 く た め ， 親
は 子 供 を 信 頼 す る よ う に な り 干 渉 し な く て も よ く な る か
ら J と い う 子 供 を 一 人 の 人 間 と し て 認 め た も の で あ っ た 。
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 手 段 と し て 「会 話 」 が 最 も 多 か っ
た こ と か ら も ， 日 本 で の 子 供 の 世 話 を 中 心 と し た コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン と の 考 え 方 の 差 が 明 か に う か が え る 。
「 会 話 J の 内 容 で は 「 そ の 日 の 出 来 事 や ， 学 校 の 事 に つ
い て 話 し か け る J I宿 題 の 事 を き く 」 が 多 く ， 他 に は
「 ス ポ ー ツ ， 友 人 ， ペ ッ ト ， 図 っ て い る 事 . 悩 み 事 な ど を
き く 」 が あ げ ら れ て お り 子 供 の 日 常 生 活 に 関 す る こ と や
子 供 自 身 に 関 す る こ と が 中 心 と な っ て い た 。 家 族 そ ろ っ
て 夕 食 を 食 べ な が ら 話 を す る と い う 家 庭 が 多 く ， そ れ は
親 子 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と し て 行 わ れ て い た 。 ま た
「 何 し て る の 。 何 を 考 え て る の J と 何 か に つ け て 子 供 に
声 を か け た り ， Iな ん で す ば ら し い 子 な の 1 愛 し て る わ リ
な ど と 子 供 を 大 げ さ に 誉 め る と い う よ う な 米 国 的 な 方 法
も 見 ら れ た 。 そ の 他 に は 「 家 庭 で の ル ー ル を つ く る 」
「 家 族 が 各 々 家 事 を 分 担 す る 」 な ど が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン と し て 認 識 さ れ て い た 。
米 国 で は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 親 子 聞 の 明 確 な 意 志 の
交 流 を 目 的 と し た も の と し て 考 え ら れ て い た 。 そ の た め
そ の 手 段 と し て の 会 話 が 重 一 要 視 さ れ て お り ， 子 供 が 成 長
し た 後 は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 保 つ た め に よ り 積 極 的 な
親 子 相 互 の 努 力 が 払 わ れ て い る と い う 状 況 が あ ら わ れ て
い た 。
3  ) 父 親 の 養 育 参 加
研 究 (2) の 親 の 養 育 態 度 に 関 す る 項 目 全 て に お い て 日
米 の 父 親 の 態 度 に 差 が み ら れ た 。 特 に 父 親 の 養 育 分 担 程
度 に は よ り 大 き く 差 が つ い て い た 。 日 本 で は ほ と ん ど の
項 目 で 母 親 の み が 関 わ っ て お り 父 親 は ほ ぼ 無 関 心 で あ っ
た 。 そ れ に 対 し て 米 国 で は 母 親 の 方 が よ り 多 く 子 供 に 関
わ っ て い る と い う 点 で は 日 本 と 問 機 で あ っ た が ， 父 母 の
関 わ り 方 の 差 が 小 さ く ， 現 実 と は 少 し ず れ て い る 部 分 は
あ る に し て も ， あ ら ゆ る 面 で 父 親 も ほ ぼ 同 等 に 関 わ る べ
き だ い う 意 識 が み ら れ た 。 こ こ で は 父 親 の 子 供 の 養 育 に
の み 焦 点 を あ て た 。 I日 本 で は 家 庭 に お け る 子 供 の 養 育
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に 関 し て 父 親 は ほ と ん ど 何 も し な い と い う 状 況 が み ら れ
る が ， あ な た の 家 庭 で は 父 親 は 子 供 の 養 育 に 関 し て ど の
よ う な 役 割 を 担 当 し て い る か 。 そ れ は 母 親 と 同 じ か ， そ
れ と も 異 な る か 」 と 尋 ね ， 父 親 の 養 育 の 具 体 例 を 求 め た 。
日 本 の よ う に 母 親 に 任 せ き り の 家 庭 は な く 具 体 的 な 意
見 に も 「 母 親 の 方 が 家 に 長 く 居 る た め 主 権 を 持 つ て は い
る が 父 親 も 母 親 と 同 じ で あ る J i夫 婦 で 話 合 い ， 同 等 の
立 場 で 養 育 態 度 を 決 め て い る J i父 親 は 時 間 が あ れ ば 母
親 を 手 伝 う こ と な ら 何 で も し て く れ る 」 な ど 実 際 に は 母
親 の 方 が 多 く 関 わ っ て い る が ， 養 育 は 夫 婦 が 同 等 の 立 場
で 行 っ て い る と い う 意 識 が あ ら わ れ て い た 。
父 親 不 在 の 単 親 家 庭 で は 「 父 親 の 養 育 バ ー ト は 無 い 」
と い う よ う に 父 親 が 全 く 養 育 義 務 を 果 た し て い な い と 思
わ れ る 家 庭 も あ っ た が ， 離 婚 後 も 週 に l 度 か 月 に 2 度 子
供 た ち と 定 期 的 に 会 い ， 養 育 責 任 を 果 た し て い る 父 親 も
見 ら れ た 。 離 婚 家 庭 で は 必 然 的 に 母 親 が 養 育 の 主 権 を に
きe っ て い る が ， そ の よ う な 場 合 で も 「 子 供 た ち の た め に
子 供 部 屋 を 作 っ た り J i男 と し て の 見 本 を 息 子 に 示 し ，
男 と い う も の の あ り 方 を 教 え る 」 な ど 父 親 と し て の 子 供
へ の 責 任 を 果 た そ う と い う 姿 勢 が 見 ら れ た 。
ま た 「 父 親 は 家 の 長 と し て 尊 敬 さ れ て い る J iす ば ら
し い 父 親 で 愛 情 深 く 辛 抱 強 い 人 で あ る J i家 庭 に お い て
大 き な 役 割 lを 演 じ て い る 」 と い っ た 家 庭 で の 父 親 の 権 威
を 強 調 す る 母 親 も い た 。
父 親 の 養 育 態 度 の 例 と し て は 「 宿 題 を 手 伝 う H ス ポ ー
ツ の コ ー チ を す る J i子 供 と 遊 ぶ 」 な ど 子 供 と 一 緒 に な っ
て 何 か を す る と い う も の や ， i子 供 の 世 話 を 手 伝 う J iお
む つ を か え て く れ た 」 な ど の 母 親 の 手 助 け を す る と い う
も の が 多 か っ た 。 ま た 「 車 で 送 る J i門 限 を 決 め る J i撃
舎 や 日 曜 学 校 の 教 え に つ い て 説 明 し 精 神 面 で の 発 達 を 助
け る J i息 字 の た め に 男 の 活 動 を 計 画 す る J i男 と し て の
見 本 を 示 し ， 男 性 と し て の 自 我 を 育 て て く れ る 」 な ど 米
国 ら し い も の も 挙 げ ら れ て い た 。
米 国 で は 基 本 的 に 家 族 の 単 位 は 夫 婦 と な っ て お り ， 父
親 の 役 割 を 果 た す こ と が 社 会 的 に も 求 め ら れ て い る 。 そ
の た め 父 親 の 養 育 参 加 と い う 以 前 に ， 日 常 的 な 家 庭 生 活
に お い て も 家 庭 が 軽 視 さ れ ， 家 族 と 関 わ る こ と が 少 な い
日 本 に 比 べ て ， 家 庭 が 大 切 に さ れ て お り ， 父 親 の 養 育 参
加 に も そ う し た 背 景 が 反 映 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。
じ 込 め る か 空 間 か ら 追 放 す る か と い う 空 間 の 使 い 方 か ら
も 明 ら か な よ ・ う に ， 個 人 主 義 社 会 で は 専 有 の 個 室 は 子 供
の 人 間 と し て の 人 権 を 保 障 す る 場 と い う 意 味 で 社 会 的 に
も 大 き な 基 盤 に 支 え ら れ て い た 。 米 国 で の 共 有 室 は 日 本
の よ う に 専 有 室 に 対 立 す る 概 念 で は な く ， 専 有 室 を よ り
効 果 的 に な ら し め る た め の も の と し て 捉 え ら れ て い た こ
と か ら も そ れ ら を 推 察 す る こ と が で き る 。
2 ) 米 国 で は ， 掃 除 を は じ め と す る 子 供 室 の 実 際 の 管
理 行 為 は も と よ り ， そ の 責 任 も 子 供 に あ る も の と し て 幼
時 期 か ら し つ け ら れ 親 の 対 応 が な さ れ て い た こ と が 今 回
の イ ン タ ビ ュ ー で よ り 明 ら か に な っ た 。 ま た 子 供 が そ の
責 任 を 果 た さ な い 場 合 に は ， 日 本 の よ う に 親 が 代 行 せ ず
個 人 の 責 任 と し て 関 わ れ そ の ま ま 放 置 さ れ る と い う や り
方 が 社 会 的 に も 徹 底 し て い た 。
3 ) 子 供 室 の 使 用 権 と い う 見 方 か ら す れ ば ， 日 本 の 親 が
頻 度 高 く 子 供 室 に 入 室 し た り ， 子 供 室 に 自 由 に 出 入 り す
る た め に 親 の 持 ち 物 を 子 供 室 に 置 い た り す る の に 対 し ，
米 国 で は 子 供 室 の 空 け 渡 し を 命 じ た り ， 親 の 都 合 で 共 有
室 に さ せ て 余 っ た 部 屋 を 自 由 に 使 っ た り す る こ と が 回 常
的 に 行 わ れ て い た 。 親 の 権 威 が 子 供 の 空 間 の 与 え 方 に も
影 響 を 及 ぼ し て い る 状 況 が 明 ら か に な っ た 。
4  ) 米 国 で は 親 子 間 の コ ミ A ニ ケ ー シ ョ ン の 手 段 と し
て 「 会 話 」 が 最 も 重 視 さ れ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。
日 本 で は 従 来 か ら ， 家 族 や 親 子 関 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
の 手 段 と し て は 「 会 話 」 な ど の 積 極 的 な 手 段 は 重 視 さ れ
ず ， む し ろ 「 場 を 共 有 す る こ と 」 ゃ 小 さ な 子 供 に 対 し て
は 「 身 の 回 り の 世 話 を す る こ と 」 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
と し て と ら え ら れ て い た 。 ま た 日 本 で は ， 親 子 聞 の 関 係
は 努 力 し な く て も 円 滑 に 行 く も の と い う 前 提 の も と に 全
て の 行 為 が 行 わ れ て い る の に 対 し ， 米 国 で は 親 子 双 方 か
ら の 努 力 に よ っ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 支 え ら れ て い た 。
5  ) 米 国 の 父 親 の 養 育 参 加 へ の 意 識 と 状 況 ， そ の 具 体
的 な 役 割 な ど が 明 ら か に な っ た 。 現 実 に は 母 親 と 同 等 の
役 割 が 果 た さ れ て い な い に し ろ ， 子 供 の 養 育 を 分 担 し て
い る と い う 意 識 が も た れ ， 離 婚 後 も そ の 義 務 を 果 た す 努
力 が な さ れ て い た 。 こ の 基 盤 に は 夫 婦 を 中 心 と し た 家 族
の 成 り 立 ち と 日 常 的 な 家 庭 生 活 の 運 営 の さ れ 方 の 相 違 が
大 き く 関 わ っ て い た 。
6  ) 米 国 の 子 供 の 生 活 行 為 と 対 応 さ せ た 子 供 室 の 実 測
調 査 に よ り 物 理 空 間 と し て の 子 供 室 と そ こ で の 子 供 の 生
4. ま と め 活 像 を 一 致 さ せ て 把 握 す る こ と が で き た 。 ま た そ の 子 供
1  ) 子 供 室 を は じ め と す る 子 供 に 関 す る 空 間 の 扱 い 方 室 の タ イ プ も 専 有 ・ 共 有 に 関 わ ら ず 9 - l1 rf 程 度 の
の 日 米 差 の ま ま 盤 は 個 人 主 義 文 化 と 集 団 ( 家 族 ) 主 義 文 化 も の と ， 屋 根 裏 全 体 を 利 用 し た 20 nf 以 上 も あ る 例 外 的
の 差 を 明 確 に 反 映 し て い た 。 例 え ば 子 供 を 叱 る と き の 空 に 大 き い タ イ プ の 2 つ に 代 表 さ れ る こ と が 判 明 し た 。 ベ y
聞 の 使 い 方 に も そ れ が 現 れ て い た 。 叱 る と き 空 間 内 に 閉 ド と 作 り 付 け の ク ロ ゼ ッ ト で 構 成 さ れ た 寝 室 と し て の 米
( 1 2  )  




の 発 達 と 家 族 生 活 に 及 ぼ す 影 響 ( l ) 一 日 米 比 較 研 究
の 予 備 的 研 究 . 住 宅 総 合 研 究 財 団 ， 1989
2 )  ~t涌かほる;子供の個室保有が自立の発i宝と家族生
活 に 及 lま す 影 響 (2) ( 梗 概 ) 一 日 米 比 較 研 究 ， 住 宅 総
合 研 究 財 団 研 究 年 報 ， N o . 1 5， 1988 
( 平 成 2 年 10 月 J l 日 受 理 )
国 の 子 供 室 の 装 備 に は ， そ の 住 人 で あ る 子 供 の 生 活 行 為
が 反 映 さ れ や す い 。 日 本 の 子 供 室 は 学 習 机 に 代 表 さ れ る
勉 強 の 場 の 要 索 が 強 く 子 供 の 個 性 を 反 映 し に く い 状 況 が
み ら れ た 。
1) Jt浦 か ほ る . 研 究 N o . 8 6 0 6 子 供 の 個 室 保 有 が 自 立
S u m m a r y  
T h is  is a  c on ti n uat io n  of the forrn er  stu d ies o n “ T h e  In f1 u en ce  o f  C hild 's Private S p ace o n  th e  D eve lo p m ent o f  
C hi ld's In d e p en de n ce a n d  Family  Life". 
W e  m a d e  a  supple ment with  so m e  date visiting h o m e s  in  U.S. in  Septe m ber ，  19 8 9 .  T h e  m ain p u rp ose of this  stud y  
is  to  get the p h ysica l  c o m positio n  a n d  th e  eq u i p m en t  o f  children's  r o om  in U. S . T h ose w e r e  difficult  to  get  by  th e  
for mer studies. S o  w e  visited  each  o f  h om es，  w e  m e a s u red  children 's Private-ro o m .  A t  th e  sa m e  ti m e，  w e  int ervie w e d  
10 childr en  a n d  th eir  pare n ts. 
Firstl y ，  w e  e xa m ine  in this  sl u dy  the  resu lt m e a s u re d  th eir  Priva te-roo m s  su ch  as  ro o m  size ，  w i n do w ，  d o or，  ceiling  
height ，  finish ing ，  furniture ar an gem ent a n d  inl erio r  d ec orali o n .  
Seco ndly ，  w e  e x am i ne  Ihe  child-rearing  at it u de  on  the  intervi e w  to  U.S .  parent s  su ch as m aking  th eir childr en  to  
have o wn  roo m s  or to  sh are  r o o m s，  m an age m ent of child ren 's ro o m ，  h o w  to  use  roo m s  w hen  pa renls  puni sh their 
children ，  c o m m u n ica tio n  betw een  pare n ts an d  children ，  fa the rs' child-rearing attitude an d  Ih eir idea 10 a l o f  Jap a n  
(  13) 
